
小出記念日本語教育学会について

　本学会の前身である小出記念日本語教育研究会は、日本語教育に多大な貢献を
された小出詞子（こいで　ふみこ）先生（国際基督教大学名誉教授・姫路獨協大
学名誉教授）の古稀をお祝いする会（1991年）が発端となり、1992年に発足し
た全国規模の研究会でした。
　現場と研究が一体となってこそ日本語教育の進展があるとの考えに基づき、現
場からの研究の成果を発表する場、および、理論を追究する研究者が現場とどう
つながるのかを問うなどの発表の場として、年に一回の研究論文集の発刊の他に、
毎年夏に研究会を開催してきました。
　2021年6月26日の会員総会において、発足から30年となったことを契機に、
2022年4月1日より学会に移行することが承認されました。
　本学会は、研究会時代と同様、「現場と研究が一体となってこそ日本語教育の
進展がある」との小出先生の考えに基づき、現場からの研究成果の共有および理
論を追究する研究者から現場への提案の場を構築することを目的として活動して
います。
※本学会は、言語学系学会連合会員、日本学術会議協力学術研究団体です。

会員の特典
　その年度の会費を所定の期日までに納めた会員には以下の特典があります。
1.	年次大会への参加・発表
• 年次大会への発表申込み：2～3月ごろ
• 年次大会への参加：6月末～7月初め（参加費は会員無料、非会員2000円）

2.	『小出記念日本語教育学会論文集』の講読・投稿
• 投稿の受付期間：毎年7月25日から8月17日まで
• 最新号の受け取り：年度末発行の論文集を、当該年度年会費納付済みの方
にお届けします。

3.	本学会主催ワークショップ等への参加
4.	会員専用メーリングリストへの参加
• 学会からのご案内、会員間の情報交換などは、メーリングリストを通じて
行います。

5.	会員総会への参加
• 会員総会に出席し、審議を行う権利と義務を持っています。
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入会手続
　本会の趣旨に賛同し、入会を希望する方は、所定の入会申込み書を提出すると
ともに年会費4000円を以下の口座のいずれかへ納付してください。ご本人名義
ではないお振り込みの場合は、その旨、会計にご一報ください。

【ゆうちょ銀行以外の金融機関からの振り込み】
店名：〇一八（「ゼロイチハチ」と読みます）　　店番：018
預金種目：普通預金　口座番号：4285593
口座名：コイデキネンニホンゴキョウイクガッカイ

【ゆうちょ銀行からの払い込み】
記号：10170　　番号：42855931
加入者名：コイデキネンニホンゴキョウイクガッカイ

退会手続き
　事務局に退会届けをご提出ください。

年会費について
　会員資格を継続される場合、毎年5月末までに年会費4000円を所定の口座に
お支払いください
•	 会計年度は4月1日から翌年3月31日
•	 年度途中の入会者も同額
•	 年度途中の退会者への年会費返金なし

小出記念日本語教育学会
〒181－8585　東京都三鷹市大沢3－10 －2
国際基督教大学日本語教育課程　小澤研究室気付
FAX：0422-33-3773　電子メール：office.koide.kinen@gmail.com
ウェブサイト：https://koidekinen.org/
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小出詞子先生について

　小出詞子（ふみこ）先生は、理論と実践において世界の日本語教育の開拓者・指導
者でありました。また、人間愛を身をもって体現された方でもありました。先生の著
書、講演、講義などで直接間接に指導を受けた日本語教師は数え切れないでしょう。
日本及び海外の大学、関係諸機関の仕事を積極的になさり、日本語教育の発展に大き
く寄与なさいました。1993年には、その功績に対し勲四等瑞宝章が授与されました。
先生のご活躍の一端を紹介します。

　先生は21年鹿児島市生まれ。42年東京女子大学卒業。43年文部省の第1次派遣 
日本語教師の1人としてフィリピンに赴く。48年長沼直兄先生から新設の東京日本
語学校に招かれる。50年第1回ガリオア奨学金を得てミシガン大学に留学。後、同
大学の言語学修士号を取得。国際基督教大学（ICU）開学の53年から留学生に対す
る日本語集中教育を始める。先生の理論に基づいた教科書の作成、教授法の確立を
目指して ICUの日本語教育の第一歩が先生によって踏みだされた。その後 ICUから多
数の日本語教師が輩出することになる。先生は日本言語学会、国語学会などでの研
究発表も活発に行う。62年「外国人のための日本語教育学会」（現在「日本語教育学
会」）設立の原動力となる。67年フルブライト奨学生としてマサチューセッツ工科大
学とハーバード大学で研究。短波放送Let’s Learn Japaneseに対し、71年文部大臣賞が
授与される。20年近いこの放送は日本語に対する世界の関心を高めることに貢献した。
同年モナシュ大学在日日本センター主任。74年、朝日カルチャーセンターの日本語
教師養成講座の計画立案に携わり、多くの日本語教師を育てた。87年の ICU定年退
職と同時に、新設の姫路獨協大学（HDU）の外国語学部日本語学科長に就任。私立
大学初の日本語教育の専門課程として全国的に注目される。実習、模擬授業、海外 
の大学でのインターンシップで鍛えられた院生を含むHDU出身者が国内外で活躍し
ている。91年に「小出先生の古稀をお祝いする会」が催され、それを契機に「小出 
記念日本語教育研究会」が発足、先生の誕生日6月23日に近い土曜日に開くこと
になった。第1回は92年に ICUで開催。毎年多数の参加者を迎えて開催され今日に
至っている。97年HDU定年退職。先生は2002年にお亡くなりになった。

　このように、小出先生は常に日本語教育の最先端を信念と使命感を以て厳しく歩まれ
ました。他方、先生は優しい眼差し、温かい笑顔、そして大きな包容力で周囲の者を
分け隔てなく包んで下さいました。この厳しさと優しさがこの研究会にも引き継が
れています。研究会会場での「本のバザー」も先生の蔵書をもとに始められました。 
先生の妹さん、小出啓子（さとしこ）先生も生前は毎年のように出席され、この会を
支えて下さっていました。先生と啓子様に心から感謝申し上げたいと思います。
 【2010年（2019年改訂）　山田幸宏記】
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学会組織図・2022年度役員一覧
（2022年夏の総会から2023年夏の総会までの役員）

☆は今年度新たに就任、★は再任（敬称略、五十音順、所属は 2022 年 6 月19日現在）

総 会 

理事会 

大会実行委員会 編集委員会 事務局 会計 監査

＜理事＞
会長 ★玉岡賀津雄 （湖南大学教授・名古屋大学大学院人文学研究科名誉教授）
副会長 ★保坂敏子 （日本大学大学院総合社会情報研究科教授）
事務局長 ★小澤伊久美 （国際基督教大学日本語教育課程 課程上級准教授）
 　金澤協子 （姫路獨協大学非常勤講師）
 　工藤嘉名子 （東京外国語大学大学院国際日本学研究院教授）
 　丸山千歌 （立教大学異文化コミュニケーション学部教授）

＜大会実行委員＞
　寅丸真澄 （早稲田大学日本語教育研究センター准教授）
☆中北美千子 （名古屋外国語大学世界教養学部准教授）
☆吉田好美 （早稲田大学日本語教育研究センター講師）
　李奎台 （東京外国語大学世界言語社会教育センター特任助教）

－ 240 －



＜編集委員＞
　石澤徹 （東京外国語大学大学院国際日本学研究院准教授）
☆太田陽子 （一橋大学国際教育交流センター教授）
　奥川育子 （慶應義塾大学国際センター特任講師）
☆数野恵理 （立教大学日本語教育センター特任准教授）
★片桐準二 （元国際交流基金派遣日本語上級専門家）
　門脇薫 （摂南大学国際学部教授）
★金庭久美子 （立教大学日本語教育センター特任准教授）
☆小西円 （東京学芸大学留学生センター准教授）
★小森由里 （立教大学日本語教育センター兼任講師）
☆中井陽子 （東京外国語大学大学院国際日本学研究院教授）
　中山英治 （大阪産業大学国際学部教授）
☆根本愛子 （東京大学大学院総合文化研究科講師）
★堀恵子 （ 筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター非常勤

講師）
★ボイクマン総子 （東京大学大学院総合文化研究科教授）
★谷内美智子 （国際交流基金日本語試験センター研究員）

＜事務局＞
　阿久澤弘陽 （京都大学国際高等教育院日本語・日本文化教育センター講師）
★澁川晶 （国際基督教大学日本語教育課程インストラクター）

＜会計＞
　斉藤信浩 （九州大学留学生センター准教授）
　早川杏子 （一橋大学国際教育交流センター特任講師）

＜監査＞
☆藤田恵 （立教大学日本語教育センター特任准教授）
　大和祐子 （大阪大学日本語日本文化教育センター准教授）

＜顧問＞
　上野田鶴子 （特定非営利活動法人日本語教育研究所理事）
　中村妙子 （元国際基督教大学教授）
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小出記念日本語教育学会　会則

制　　定　2021年6月26日　　会員総会
一部改定　2022年6月11日　理事会承認

2022年6月25日　　会員総会
第１条　【名称】
本会は小出記念日本語教育学会（KOIDE Japanese Language Teaching Association）と称する。
第２条　【所在地】
本会を次の所在地に置く。
東京都三鷹市大沢3-10-2　国際基督教大学日本語教育課程　小澤研究室
第３条　【目的】
本会は、「現場と研究が一体となってこそ日本語教育の進展がある」との小出詞子（こ
いで　ふみこ）先生（国際基督教大学名誉教授・姫路獨協大学名誉教授）の考えに基づ
き、現場からの研究成果の共有および理論を追究する研究者から現場への提案の場を構
築することを目的とする。
第４条　【事業】
本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
1. 年次大会および必要に応じて学習会やワークショップなどの開催
2. 学会誌『小出記念日本語教育学会論文集（The Journal of KOIDE Japanese Language 

Teaching Association）』の発行
3. その他、目的を達成するために必要な事業

第５条　【会員】
本会は、次の会員をもって構成する。
1. 一般会員　本会の趣旨に賛同し、会員登録をした者（以下、会員と称する）。日
本語教育に興味・関心を持つ者は、年会費を納めることで誰でも会員になれる。
特定の機関での勉学・教育経験などは問わない。

2. 名誉会員　長年にわたり本会に特に功労があった者。名誉会員は理事会が推薦し、
総会で承認する。

第６条　【年会費】
1. 会員は年会費を払う。本会の会費（年額）は4,000円とする。
2. 会計年度は毎年4月1日から翌年3月31日までとする。
3. 会費は毎年5月末までに所定の口座に振り込むものとする。
4. 年度途中の入会者の年会費も、第1項に記載の金額と同額とする。

第７条　【入退会】
1. 本会の趣旨に賛同し、入会を希望する者は、所定の入会申込書を提出するととも
に年会費を納付することとする。

2. 本会の退会を希望する会員は、事務局に退会届けを提出することとする。
3. 所定の年会費を2年間滞納した会員は、2年目の年度末に退会扱いとする。
4. 年度途中に退会しても年会費は返金しない。

第８条　【会員の権利と義務】
本会の会員は、以下の権利と義務を有する。
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1. 会員は年次大会において研究発表・実践報告を行う権利、および学会誌に投稿す
る権利を有する。

2. 会員は総会に出席し、審議を行う権利と義務を有する。
ただし、上記の二項に規定される権利と義務を有するのは、指定の期日までに当該年度
の年会費を納付した会員に限ることとする。 
第９条　【役員】
本会に、次の役員を置く。
1. 理事 6名　任期は2年、再任可。
 　　会長、副会長、事務局長各1名は理事のうちから選任するものとする。
2. 大会実行委員　4名　任期2年、再任可。
3. 編集委員　15名　任期2年、再任可。
4. 事務局　若干名　任期2年、再任は1回までとする。
5. 会計　2名　任期は2年、再任は1回までとする。
6. 監査　2名　任期は2年、再任可。
7. 顧問　任期の定めなし。

第10条　【運営】　本会は次の運営組織をもつ。
1. 総会：規約の改正、理事などの役員の選任、予算・決算、活動計画など、学会の
重要事項について審議、決定する。

2. 理事会：学会の運営全般を統括する。
3. 大会実行委員会：年次大会にかかわる業務全般を担当する。
4. 編集委員会：『小出記念日本語教育学会論文集』への投稿論文の査読にかかわる
業務全般ならびに編集を担当する。

5. 事務局：学会の運営にかかわる庶務を担当する。また、学会が保有する銀行口座
の管理を行う。

6. 会計：会費の徴収および管理、予算・決算にかかわる会計業務を担当する。
7. 監査：学会の予算および決算を監査する。

第11条　【役員の選出】　本会の役員は以下のように選出する。
1. 会長、副会長、事務局長は理事会において互選し、総会で報告する。
2. 理事、大会実行委員、編集委員、事務局、会計、監査は、会員の自薦・他薦に
よって候補者を募り、それをもとに理事会が推薦者名簿を作成し、総会において
承認を得る。

3. 顧問は理事会が委嘱し、総会で報告する。
第12条　【役員の任務】
役員の任務を以下に定める。
1. 会長は本会を代表し、会務を総括する。
2. 副会長は会長を補佐し、必要があれば、会長の任務を代行する。
3. 理事は理事会を構成し、年次大会、学会誌の編集、会の事業の企画・運営に関す
る各委員会からの提案を審議・決定する。

4. 大会実行委員は、年次大会を企画・運営する。
5. 編集委員は別に定める投稿規定、編集要領の細則に基づき学会誌を刊行する。
6. 事務局員は、会員管理やウェブサイト管理をはじめとする学会の運営に関する実
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務を担当する。事務局長は、事務局の実務を統括する。
7. 会計は本会の経理および会員の年会費を管理する。
8. 監査は本会の会計監査を行う。
9. 顧問は、学会の運営に関し、理事会や役員の要請に応じて助言する。

第13条　【総会】
総会について以下に定める。
1. 総会は、会員より組織され、理事会が提出する以下の議題を審議し、議決を行う。
定例総会は年に1回年次大会のときに、また臨時総会は会長が必要と認める場合
に随時開催する。

• 前年度事業報告
• 本年度事業計画
• 前年度決算と本年度予算
• 役員の改選
• 会則の変更
• その他理事会が認めた事項
2. 総会の議長は総会において選出する。
3. 総会の議決は、総会に参加している会員の過半数の賛同によって決する。

第14条　【年次大会】
年次大会の応募要領、査読に関しては、別途細則を設ける。
第15条　【学会誌】
学会誌の投稿規定、編集要領に関しては、別途細則を設ける。
第16条　【会計年度】
本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 
第17条　【財務】
1. 活動に必要な資金は、会員からの年会費を充てるものとする。
2. 資金については会計が適正に管理を行い、定期的に代表者の閲覧を受けるものと
する

第18条　【会則の改定】
本会則の改定は、理事会によって提案され、総会にて決定する。
附則
1. この会則は2022年4月1日より施行する。
2. この会則は2022年6月25日に改定した（第2条、第5条、第9条～第12条、 
第17条、第18条）。

以上

＜履歴＞
• 2021年6月26日　小出記念日本語教育研究会　会員総会にて学会化案とともに
承認された。

• 2022年6月25日　小出記念日本語教育学会　会員総会にて改定案が承認された。
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本学会は、『小出記念日本語教育学会論文集』を年 1 回発行しています。
皆様の積極的なご投稿をお待ちしております。

投　稿　規　定

１．	投稿条件
１．１　投稿資格
投稿時にすでに、その年度の年会費を納入した会員が投稿できます。共同執筆の場
合は、投稿時点で筆頭執筆者が会員であること、論文集掲載時には、執筆者全員が
会員であることが条件となります。

１．２　投稿原稿内容
（１） 日本語教育および関連分野で未発表のものに限ります。ただし、小出記念日本

語教育学会をはじめとする学会などの口頭発表および予稿集での発表を発展さ
せて新たな知見としてまとめたものは構いません。また、科学研究費補助金な
どによる研究の報告書に掲載されたもの、修士論文・博士論文の一部などで未
公開の内容は投稿できます。これらの内容の場合、採用決定後に提出する印刷
用原稿にその旨を記載してください。なお、機関リポジトリーなどWeb上で
のみ公開されている博士論文については、未公開として扱います。ただし、本
論文集に掲載された論文は、1年間は機関リポジトリーなどWebでの公開はで
きません。

（２） 投稿原稿が、ほかの学会誌や機関誌、書籍、国際会議の口頭発表で会議後に発
行される査読付き論文誌などに掲載済みではないこと、さらに、投稿中、ある
いは掲載予定もないこと。

（３） すでに、上記（1）（2）に示した掲載誌に投稿した、あるいは掲載された同じ
内容をほかの言語に翻訳して投稿することはできません。

２．	投稿原稿カテゴリー
本論文集におけるカテゴリーは「研究論文」「実践報告」「調査報告」「研究ノート」
の4区分です。カテゴリーの定義は以下の通りです。
（1）	研究論文：日本語教育および関連領域について、先行研究に加えるべきオリジ

ナリティーのある研究成果が、具体的なデータを用いて明確に述べられている
もの。研究課題が明確に設定されており、データの分析を通して課題への解答
が示されていることが必要です。教育実践の結果に基づき実践研究としてまと
められた論文もここに含まれます。研究論文では、オリジナリティー、実証性、
論理性を特に重視して査読が行われます。
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（2）	実践報告：教育現場における実践の内容を具体的、かつ明示的に描き、その結
果について整理したもの。「どのような問題意識のもとに」「いつ、どこで、だ
れが、何を実践し、それによって問題はどう解決されたか／されなかったか」
を示すことが求められます。教育への貢献、情報の有用性、会員への啓発が重
視されます。

（3）	調査報告：言語データ、史的資料、教育の現状分析、意識調査などが明示され、
資料的価値が認められる報告が明確に記述されているもの。調査報告では、調
査目的の明確さ、調査方法および分析・解釈の妥当性、資料やデータの価値を
特に重視して査読が行われます。

（4）	研究ノート：萌芽的研究課題の提起、少数事例の提示など、中間報告として、 
更なる展開が予想されるもの。速報性、話題性、発展性が重視されます。
※『小出記念日本語教育学会論文集』では、特に日本語教育の現場に基づいた研
究の成果、および、現場と理論がどうつながるのかを問う内容など、教育実践
系の論文や会員への啓発につながる実践報告を歓迎します。

３．	投稿原稿について
３．１　使用言語
日本語または英語。母語以外の言語で執筆した場合、投稿前に必ずネイティブ
チェックを受けること。

３．２　投稿原稿などの書式
• 日英両語とも横書きで統一
• 用紙サイズはA4
• 余白は上下3.5cm、左右3cmあけ、1行全角38字、1頁35行
• 投稿原稿は、必ずテンプレート（最新版テンプレートを使用のこと）をダウン
ロードし、それを用いて執筆すること。

• 執筆者名および執筆者が特定できるような情報や連絡先などは書かないこと。
３．３　投稿原稿の長さ
指定のテンプレートを使用し、本文（図表を含む）、注、参考文献、資料一覧を含
む全体が次の分量に収まること。

• 「研究論文」「実践報告」「調査報告」：15ページ
• 「研究ノート」：8ページ

４．	投稿方法
投稿原稿（MS-wordおよびPDF）、別紙1、別紙2、投稿原稿チェックリストを電子
メールに添付して下記に提出してください。
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小出記念日本語教育学会 論文集投稿受付　koide.ronbun@gmail.com

MS-wordならびにPDFファイルのサイズは2MB以内にすること。
ただし、採用が決まった場合、必要ならデータサイズを大きくしての入稿を認める。

＜別紙1　記載事項（MS-word）＞
• 執筆者氏名（和文およびアルファベット）、所属する機関の名称、機関での 

資格、会費資格など
• 共同執筆者氏名など（該当する場合のみ記入）
• 執筆者連絡先住所、電話番号、E-mailアドレス
• 投稿原稿の題名：日本語および英語
• キーワード（5語以内）：日本語および英語
• 投稿原稿のカテゴリー： 研究論文、実践報告、調査報告、研究ノートの 

いずれか
＜別紙2　記載事項（MS-word）＞

• 投稿原稿の題名：日本語および英語
• キーワード（5語以内）：日本語および英語
• 投稿原稿執筆言語による要旨： 日本語は400字以内、英語は250語以内 

（採択時には日英両語の要旨を提出すること）
• 投稿原稿のカテゴリー： 研究論文、実践報告、調査報告、研究ノートの 

いずれか

５．	投稿受付と査読の手続きについて
査読の公平性を確保し、かつ論文集の質を維持するため、投稿受付後、原則として
査読が終了し、採否が決定するまで、Web上への公開はいずれの場合でも禁じます。
論文集への採用が確定した後に、投稿者による他論文の参考文献に「（印刷中）」と
掲げ、引用することは問題ありません。
その他、研究者倫理を遵守していただくことを基本とし、投稿後、倫理から逸脱し
たと認めざるを得ない事柄が発生した場合、採用取り消しが生ずることもあります。

６．	採択区分
次の4つの区分を設けています。
（１）採用：ほぼそのまま掲載
（２）条件採用：一部修正の上で掲載
（３）今号再投稿： 修正期間内に、投稿したのと同じ号に再度投稿し、採否の判断

を受ける
（４）今号には掲載しない
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※査読の過程において、編集委員会が投稿者にカテゴリーの変更を提案するこ
ともあります。

７．	採否の決定およびその通知
採否は、編集委員会で厳正に審査し、決定します。結果は、投稿受付締切日から約
2か月後に投稿者の電子メールアドレス宛てにお知らせします。
採用の場合、修正を加えてフォーマットを整えた最終原稿を提出していただきます。
なお、採用の場合は掲載号2部を進呈します。掲載された論文はWeb上で公開さ
れる旨、ご了承ください。

８．	投稿受付期間
毎年7月25日から同8月17日（日本時間の23時59分までに必着）

９．	投稿原稿書式および別紙のテンプレート入手先
https://koidekinen.org/toko_kitei

10．	掲載論文の著作権
本論文集に掲載された論文の著作権は、投稿を受け付けた時点から、本学会に帰属
するものとします。投稿された論文が掲載されないことに決定した場合は、決定通
知の送信と同時に、著作権は執筆者に戻ります。

11．	問い合わせ先
小出記念日本語教育学会 論文集投稿受付　koide.ronbun@gmail.com

※投稿時に届け出た連絡先などは学会会員名簿には反映されません。 
会員名簿の更新は、学会事務局へ別途お届けください。

以上
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小出記念日本語教育学会                       2022.11.01 

 投稿原稿チェックリスト  
論文投稿前に以下の項目について確認をし、「○」のない項目は修正を行ったうえで投稿してください。この

投稿論文チェックリストは投稿論文とともに提出してください。 

以下の項目に問題がある場合には、投稿されても受理されないことがありますのでご注意ください。 

項目 
○
印 

年会費 本年度の年会費を納入済みもしくは投稿と同時に納入予定である。  

倫理的配慮 この論文は未発表である。  

この論文は他の学術誌に同時に投稿していない（審査中も含む）。  

対象者/調査協力者に学会誌掲載についての承諾を得ている。  

この論文は著作権について十分に配慮している。  

論文の文章 論文本文はテンプレートを使用、さらにテンプレートに記載された注意事項

を守って作成されている。 

 

字数・総ページ数（図表等も含め）は、規定の字数・ページ数に収まってい

る。 

 

他の文献の引用は、テンプレートに記載された方法でなされている  

 執筆者名および執筆者が特定できるような情報(科研費など)や連絡先などは

書かれていない。 

 

図表 図表タイトルは MS ゴシック 10.5 ポイント（英語論文では Times New Roman 
10.5 ポイント太字）、図表内の文字は MS 明朝 9 ポイント以上（英語論文では

Times New Roman 9 ポイント以上）である。 

 

 図表は頁にまたがっていない。  

 図表にカラーを用いていない。  

文献記載 参考文献は、日本語による文献、外国語による文献をそれぞれまとめて、日

本語文献、外国語文献の順に記載している。 

 

 参考文献リストは、テンプレートに記載された書式の注意事項を守って作成

されている。 

 

添付書類 論文は MS-word と PDF の 2 つのファイルが添付されている。  

論文の他に別紙 1・2 も添付されている。  

別紙 1・2 のキーワードは 5 語以内である。  

別紙 2 の要旨は、規定の字数に収まっている。  

投稿先 投稿受付期間に、小出記念日本語教育学会 投稿論文受付担当 

koide.ronbun@gmail.com 宛てに投稿する。論文投稿後に投稿論文受付担当か

ら連絡があった場合や問い合わせがある場合も、koide.ronbun@gmail.com 宛

てに連絡することを承知している。 

 

筆頭執筆者が責任を持って確認いたしました。 

筆頭執筆者フルネーム：                （    年  月  日） 

以上 
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年
度

回
日
時

開
催
場
所

テ
ー
マ

19
92

第
1
回
19
92
/6
/2
8
国
際
基
督
教
大
学

基
調
講
演
「
外
来
語
と
日
本
語
教
育
」　
柴
田
 武

19
93

第
2
回
19
93
/7
/3

国
際
基
督
教
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
語
教
師
の
自
己
点
検
」　
谷
口
す
み
子
・
石
井
恵
理
子
・
田
中
幸
子

特
別
講
演
	「
日
本
語
文
法
論
の
創
造
性
：
IC
U
教
科
書
に
よ
せ
て
」　
ネ
ウ
ス
ト
プ
ニ
ー
，J
. V

「
日
本
語
教
科
書
編
集
の
お
も
し
ろ
さ
・
む
ず
か
し
さ
」　
小
出
詞
子

19
94

第
3
回
19
94
/6
/2
5
国
際
基
督
教
大
学

特
別
講
演
「
照
応
名
詞
句
制
約
に
つ
い
て
」　
久
野
 暲

19
95

第
4
回
19
95
/7
/2

姫
路
獨
協
大
学

特
別
講
演
「
韓
国
語
の
述
語
の
構
造
」　
梅
田
博
之

19
96

第
5
回
19
96
/6
/2
2
国
際
基
督
教
大
学

特
別
講
演
「
所
有
傾
斜
 ―
日
本
語
の
敬
語
な
ど
に
見
ら
れ
る
所
有
の
表
現
―
」　
角
田
太
作

19
97

第
6
回
19
97
/7
/5

国
際
文
化
会
館

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
現
状
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
教
育
を
考
え
る
」

　
司
会
：
上
野
田
鶴
子

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：
来
嶋
洋
美
・
斉
山
弥
生
・
村
野
良
子
・
安
田
芳
子
・
林
川
玲
子

19
98

第
7
回
19
98
/7
/4

国
際
文
化
会
館

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
諸
機
関
か
ら
の
現
場
報
告
と
話
し
合
い
」

　
司
会
：
谷
口
聡
人

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：
柏
木
美
和
子
・
寺
田
和
子
・
池
田
 裕
・
宮
崎
妙
子

19
99

第
8
回
19
99
/7
/3

東
京
女
子
大
学

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
学
部
レ
ベ
ル
に
お
け
る
正
規
留
学
生
の
受
け
入
れ
と
教
育
を
巡
る
問
題
」

　
司
会
：
柳
澤
好
昭

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：
小
野
幸
嗣
・
御
園
生
保
子
・
谷
口
聡
人
・
山
口
あ
き
子

20
00

第
9
回
20
00
/7
/1

東
京
女
子
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
習
者
か
ら
見
た
日
本
語
教
育
 ―
語
彙
の
学
習
法
―
」

　
司
会
：
佐
々
木
倫
子

　
発
表
者
：
柯
錫
宏
・
金
賢
珍
・
ビ
ダ
コ
ビ
ッ
チ
，ミ
ラ
ン
・
山
本
イ
ヴ
ェ
ッ
ト

20
01

第
10
回
20
01
/7
/7

東
京
女
子
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
場
で
の
音
声
教
育
 ―
日
本
語
ら
し
さ
と
は
―
」

　
司
会
：
谷
口
聡
人

　
発
表
者
：
鮎
澤
孝
子
・
小
河
原
義
朗
・
松
崎
 寛

20
02

第
11
回
20
02
/7
/6

東
京
女
子
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
作
文
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」

　
司
会
：
嶽
肩
志
江

　
発
表
者
：
石
橋
玲
子
・
池
田
玲
子
・
石
田
敏
子

20
03

第
12
回
20
03
/7
/5

東
京
女
子
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
日
本
語
教
育
」

　
司
会
：
根
津
 誠

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：
川
村
よ
し
子
・
島
田
徳
子
・
古
川
嘉
子
・
柳
澤
好
昭

小
出
記
念
日
本
語
教
育
研
究
会
・
学
会
　
開
催
履
歴
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年
度

回
日
時

開
催
場
所

テ
ー
マ

20
04

第
13
回
20
04
/7
/3

姫
路
獨
協
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
語
教
師
が
直
面
す
る
『
溝
』
を
乗
り
越
え
る
」

　
司
会
：
小
澤
伊
久
美

　
パ
ネ
リ
ス
ト
：
瀬
古
悦
世
・
野
山
 広
・
淵
上
克
義

20
05

第
14
回
20
05
/7
/2

東
京
女
子
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
教
育
現
場
で
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
解
決
を
目
指
し
て
」

　
基
調
講
演
「
協
調
的
問
題
解
決
の
視
点
か
ら
」　
八
代
京
子

　
分
科
会
「
協
調
的
問
題
解
決
を
実
践
す
る
参
加
型
分
科
会
」　
鈴
木
有
香

20
06

第
15
回
20
06
/7
/1

東
京
女
子
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
レ
ベ
ル
差
の
あ
る
学
習
者
の
い
る
ク
ラ
ス
へ
の
対
応
」

　［
予
備
教
育
（
日
本
語
学
校
）］

日
本
語
学
校
に
お
け
る
学
習
者
の
多
様
化
に
よ
る
「
差
」
へ
の
対
応
事
例
　
加
藤
早
苗

　［
予
備
教
育
（
大
学
）］

日
本
語
習
得
適
性
テ
ス
ト
を
利
用
し
た
ク
ラ
ス
分
け
と
コ
ー
ス
運
営

～
集
中
予
備
教
育
コ
ー
ス
で
の
直
接
法
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
教
育
～
　
鈴
木
美
加

　［
大
学
院
生
・
研
究
生
の
ク
ラ
ス
］

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
レ
ベ
ル
差
対
応
　
�菅
谷
有
子
・
山
崎
佳
子
・
岩
崎
夕
子
・
古
市
由
美
子
・
�

金
子
広
幸
・
松
田
み
ゆ
き

　［
技
術
研
修
生
の
ク
ラ
ス
］

技
術
研
修
生
対
象
日
本
語
教
室
に
お
い
て
　
菊
竹
恭
子
・
青
木
美
和

　［
個
人
の
中
で
の
能
力
の
差
］

個
人
の
中
で
の
能
力
の
差
　
内
田
紀
子

　［
海
外
の
日
本
語
教
育
］

レ
ベ
ル
差
ク
ラ
ス
で
の
「
聞
き
手
を
意
識
さ
せ
る
」
発
表
指
導
に
つ
い
て
　
清
水
ま
さ
子

20
07

第
16
回
20
07
/6
/3
0
東
京
女
子
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
話
し
言
葉
の
教
育
」

　［
初
級
］
日
本
語
交
流
活
動
の
た
め
の
教
材
『
日
本
語
お
し
ゃ
べ
り
の
た
ね
』　
澤
田
幸
子

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
：
河
北
祐
子

　［
中
級
］

『
聞
い
て
覚
え
る
話
し
方
日
本
語
生
中
継
初
中
級
編
』　
ボ
イ
ク
マ
ン
総
子
・
宮
谷
敦
美
・
小
室
リ
ー
郁
子

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
：
嶽
肩
志
江

　［
上
級
］

『
日
本
語
上
級
話
者
へ
の
道
』
の
目
指
す
も
の
　
荻
原
稚
佳
子
・
齊
藤
眞
理
子
・
伊
藤
と
く
美

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
：
嶋
田
和
子
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年
度

回
日
時

開
催
場
所

テ
ー
マ

20
08

第
17
回
20
08
/6
/2
8
東
京
女
子
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
年
少
者
に
対
す
る
読
解
教
育
」

　
基
調
講
演
　
　
石
井
恵
理
子

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
：
樋
口
万
喜
子

　
成
人
定
住
者
に
対
す
る
読
解
教
育
　
　
北
川
裕
子

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
：
河
北
祐
子

　
留
学
生
に
対
す
る
読
解
教
育
　
　
二
通
信
子

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
司
会
：
嶋
田
和
子

20
09

第
18
回
20
09
/9
/2
3
名
古
屋
外
国
語
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
日
本
語
教
育
と
自
律
学
習
学
習
者
の
主
体
的
な
学
び
に
向
け
て
」

「
自
律
学
習
を
顕
在
化
さ
せ
る
た
め
の
学
習
環
境
デ
ザ
イ
ン
」　
衣
川
隆
生

「
豊
田
市
定
住
者
対
象
の
e-
le
ar
ni
ng
シ
ス
テ
ム
「
TN
e
と
よ
た
日
本
語
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
�

自
律
学
習
」　
石
崎
俊
子

「
自
律
的
な
学
び
を
重
視
し
た
教
育
実
践
を
め
ざ
し
て
―
留
学
生
の
日
本
語
教
育
現
場
に
お
け
る
�

実
践
例
を
も
と
に
」　
嶋
田
和
子

「
外
国
に
つ
な
が
り
を
持
つ
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支
援
 ―
２
つ
の
学
校
の
日
本
語
教
室
の
�

実
態
よ
り
」　
松
本
恭
子

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　「
自
律
学
習
」
に
関
し
て
意
見
交
換

　
A
．生
活
者
（
定
住
者
）：
石
崎
俊
子
、
司
会
：
安
田
芳
子

　
B
．予
備
教
育
（
大
学
も
含
む
）：
嶋
田
和
子
、
司
会
：
坂
本
 正

　
C
．年
少
者
：
松
本
恭
子
、
司
会
：
横
田
淳
子

20
10

第
19
回
20
10
/7
/3

国
際
基
督
教
大
学

講
演
「
教
師
の
意
識
改
革
 ―
今
日
か
ら
で
き
る
自
己
研
修
―
」

「
教
師
の
持
つ
『
衣
』」
　
徳
井
厚
子

「
授
業
を
使
っ
て
振
り
返
り
」　
文
野
峯
子

「
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
要
因
」　
久
保
田
美
子

「
教
師
の
成
長
と
自
己
研
修
」　
嶋
田
和
子

20
11

第
20
回
20
11
/7
/2

国
際
基
督
教
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
『
伝
え
合
う
』
と
は
？
―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
授
業
を
考
え
る
―
」

　
　
(1
)「
伝
え
る
か
ら
伝
え
合
う
へ
」　
池
田
 修

　
　
(2
)「
多
文
化
共
生
時
代
の
言
葉
の
教
育
を
考
え
る
」　
村
松
賢
一

　
　
司
会
：
佐
々
木
倫
子
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年
度

回
日
時

開
催
場
所

テ
ー
マ

20
12

第
21
回
20
12
/6
/3
0
国
際
基
督
教
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
学
習
者
の
将
来
・
教
師
の
未
来
 ―
施
策
と
の
関
わ
り
の
中
で
日
本
語
教
育
を
考
え
る
―
」

　
　
(1
)「
大
学
日
本
語
教
育
と
政
策
・
施
策
と
の
関
係
」　
門
倉
正
美

　
　
(2
)「
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
出
口
支
援

　
　
　
　
　
―
早
稲
田
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
 ―
の
取
り
組
み
―
」　
豊
澤
 豊

　
　
(3
)「
現
場
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
日
本
語
教
育
 ―
浜
松
の
実
践
よ
り
―
」　
堀
 永
乃

20
13

第
22
回
20
13
/6
/8

国
際
基
督
教
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
演
劇
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
会
話
授
業
が
変
わ
る
！
」　
中
山
由
佳

20
14

第
23
回
20
14
/7
/5

国
際
基
督
教
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
で
創
る
・
つ
な
が
る
日
本
語
教
育
」　
工
藤
和
宏

20
15

第
24
回
20
15
/7
/4

国
際
基
督
教
大
学

講
演
　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
高
ま
る
授
業
を
作
る
工
夫
 ―
理
論
と
実
践
を
つ
な
い
で
―
」　
清
水
崇
文

20
16

第
25
回
20
16
/7
/2

国
際
基
督
教
大
学

講
演
　「
教
え
る
の
を
や
め
る
 ―
言
語
学
習
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
も
う
一
つ
の
方
法
―
」　
青
木
直
子

20
17

第
26
回
20
17
/7
/1

国
際
基
督
教
大
学

講
演
　「
日
本
語
教
育
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
考
え
る
」　
舘
野
泰
一

20
18

第
27
回
20
18
/6
/3
0
国
際
基
督
教
大
学

講
演
　「
『
言
語
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
か
ら
明
日
の
日
本
語
教
育
を
考
え
る
」　
三
森
ゆ
り
か

20
19

第
28
回
20
19
/6
/2
9
国
際
基
督
教
大
学

講
演
　「
第
二
言
語
学
習
者
の
情
意
的
要
因
 ―
多
様
な
学
習
者
と
向
き
合
う
た
め
に
―
」　
八
島
智
子

20
20

第
29
回
20
20
/6
/2
7
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
　「
�学
習
科
学
の
視
点
か
ら
見
た
21
世
紀
型
ス
キ
ル
と
言
語
学
習
 ―
変
化
の
時
代
に
お
け
る
新
し
い
学
び
と
評

価
を
支
え
る
―
」　
白
水
 始

20
21

第
30
回
20
21
/6
/2
6
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
　「
�w
ith
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
日
本
語
授
業
の
設
計
 ―
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
手
法
を
生

か
し
て
―
」　
鈴
木
克
明

20
22

第
31
回
20
22
/6
/2
5
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
　「
日
本
に
お
け
る
移
民
の
現
状
と
移
民
政
策
―
移
民
労
働
者
受
け
入
れ
政
策
に
着
目
し
て
―
」
髙
谷
幸

小
出
記
念
日
本
語
教
育
研
究
会
・
学
会
　
開
催
履
歴

－ 253 －





[Published by]

KOIDE Japanese Language Teaching Association

c/o  I. OZAWA, Japanese Language Programs,

International Christian University

3-10-2 Osawa, Mitaka, Tokyo 181-8585 JAPAN

Publisher  SUN-PROCESS

March  2023

［発行］

小出記念日本語教育学会

〒181-8585東京都三鷹市大沢3-10-2

国際基督教大学　日本語教育課程

小澤研究室気付

印刷所　有限会社サンプロセス

2023年3月

［編集委員会］
石澤徹　太田陽子　奥川育子　数野恵理　片桐準二　門脇薫

金庭久美子　小西円　小森由里（編集委員長）　中井陽子　中山英治
根本愛子　堀恵子　ボイクマン総子　谷内美智子（副編集委員長）

［本号査読協力者］
麻生迪子　小澤伊久美　金澤協子　高村めぐみ
玉岡賀津雄　西野藍　野口裕之　福池秋水

藤田恵　保坂敏子　丸山千歌

［大会実行委員会］
寅丸真澄　中北美千子　吉田好美　李奎台

［事 務 局］
阿久澤弘陽　澁川晶

［会　　計］
斉藤信浩　早川杏子

［Editorial Committee］
ISHIZAWA,Toru  OTA,Yoko  OKUGAWA,Ikuko  KAZUNO,Eri  KATAGIRI, Junji  KADOWAKI,Kaoru

KANENIWA,Kumiko  KONISHI,Madoka  KOMORI,Yuri (Chief Editor)  NAKAI,Yoko  NAKAYAMA,Eiji
NEMOTO,Aiko  HORI,Keiko  BEUCKMANN,Fusako  YACHI,Michiko (Vice Chief Editor) 

［Reviewers］
ASO, Michiko  OZAWA,Ikumi  KANAZAWA,Kyoko  TAKAMURA,Megumi
TAMAOKA,Katsuo  NISHINO,Ai  NOGUCHI,Hiroyuki  FUKUIKE,Akimi

FUJITA,Megumi  HOSAKA,Toshiko  MARUYAMA,Chika

［Conference Committee］
TORAMARU,Masumi  NAKAKITA,Michiko  YOSHIDA,Yoshimi  LEE,Kyutae

［Offi  ce］
AKUZAWA,Koyo  SHIBUKAWA,Aki

［Treasurer］
SAITO,Nobuhiro  HAYAKAWA,Kyoko


